
京都フィロムジカ管弦楽団 第43 定期演奏会
2018年6月 24日 (日 )午後 2時開演 京都府長岡京記念文化会館

≪ 曲 目 ≫

メンデルスゾーン/序曲『ヘブリディーズ諸島 (フ インガルの洞窟)』

Fellx MendelssOhn Barth01dy : ouverture  ″
Die Hebriden″  Op.26

別宮 貞雄/第 3交響曲『春』
Bekku, SadaO : TrOisicnlO Sylnphonle  

′′
Iッ e Prlntenlps〃

第 1楽章 :「春の訪れ」

第2楽章 :「 花は咲き、蝶は舞い…」

第3楽章 :「 人は踊る」

一体憩―

ラフ/交響曲第 3番『森にて』

Joachim Raff : Sinfolli c NI.3 
″
lm Walde″ Op.153

1.ArHEILI‐ NG:Am Tage              l第 1音F : 「昼 1間 に」

L ABTHETttNG:In der Dammerung  第2部 :「 夕暮 れ 時 」
IΠ .ABTHEIItヽ G:ヽ achts       第 3部 :「夜 」

指揮 :中村 晃之

京都芸術センター制作支援事業

ロ

お客様へのお願い
～誰もがより楽しめる音楽会にするために、皆様のご協力をお願いいたします～

● 携帯電話・アラーム付腕時計など音の出る機器をお持ちの場合は、電源を必ずお切り<ださい。

● )寅奏中の私語は固<お断りいたします。

● 客席での飲食、喫煙、写真撮影、許可のない録音・録画は固<お断りいたします。

● 補聴器が異常音を発することがございます。ご使用の方はご注意願います。

● 演奏中の客席へのご入場は固<お断りいたします。

●「せきエチケット」にご協力<ださい。せき、くしやみがこらえられないときは、ハンカチや

タオル等で□と鼻をおおうよう、お願いいたします。なお、演奏中の「のどあめ」の使用は、

開封の音がかえって周囲のお客様のご迷惑になりますので、ご遠慮願います。

● 演奏者が音を出していな<ても音楽が続いている場合がありますので、物音をお立てになら

ないよう、ご注意ください。



指揮者

中村 晃之 (なかむらてるゆき)

1962年生まれ。京都府出身。

関西学院大学在学中より本格的に指揮を学び、大友直人、湯浅卓

雄氏の副指揮者を務めた。指揮法を小松一彦、小林研一郎、クル ト・

レーデル、パスカル・ヴェロ各氏のマスタークラス等において学ぶ。

1997年、彩の国さいたま芸術劇場で開催されたクル ト・レーデル

指揮講習会コンクールにて第二位奨励賞を受賞。

1988～ 2008年、かぶとやま交響楽団 (兵庫県西官市)指揮者。

2010～ 2011年、みなとフィルハーモニー (東京都港区)音楽監督。

2014～ 2018年、社の都 合奏団 (宮城県仙台市)指揮者。

最近では 2017年から2018年にかけ演奏された、マーラー交響曲

連続演奏会 (第 5番、第 9番)において特に好評を博 した。並行 し

て仙台、関西、首都圏の社会人オーケス トラで、積極的に客演指揮

や指導を行っている。

♪ ロビーコンサー ト 町
午後 1時 15分より

石毛 里佳/『碧い月の神話』

フルー ト :福冨、御園生、間嶋

3楽章構成の 5分程度の曲で、アンサンブルコンクールでも演奏されますが、かなり難しい曲です。拍子

が取りづらく、一瞬でも気が抜けません。

裏拍から激しく始まる 1楽章は最後のルバート以外は一気に駆け抜けます。―転して2楽章はゆったりと

2ndの中低音のメロディから始まり、たゆたう旋律が美しく奏でられます。3楽章は印象的な 3rdのソロに

始まり、スイング調の vi∨aceは l stの 3連符のメロディが軽快に鳴り、短い間に曲は変化していき、決然と

終わりを迎えます。

皆様に楽しんでいただけるよう、心をこめて演奏します。

酒丼 格/『丁he Se∨enth Night of July たなばた』

トランペット :北山 (武 )、 芳屋 ホルン :北山 (絵)ト ロンボーン :宮下、安田

本日の演奏会が終わると 2週間後にはこの日がやつてくるという事で、時節柄「たなばた」というタイトル

の作品を取り上げることにしました。作曲者の酒丼格は枚方市出身という事もあり、織姫彦星伝説の発祥の地

にちなんだタイトルを自身初の吹奏楽作品につけました。作曲者が部活で親しんだ多くの吹奏楽作品のモチー

フが、まるで天の川を流れ星が駆け抜けるようにあちらこちらに散りばめられており、非常に親しみやすい作

品です。本日は、作曲者自身による金管五重奏編曲版でお楽しみいただきます。

OBATA Takuya
四角形

OBATA Takuya
四角形

OBATA Takuya
四角形

OBATA Takuya
四角形



⊇1動°
f浩よ」早秦羊7,1早秦酢⑫斉Y当単

｀
ユ■斎][1コ1斎Y※早

°
7■
「

要)単即尋ツキ‖カイγヽ7ν
=‐

lク)
単単コ|力ZZ61 FI二∫lg°2、1)ν百熟γ勇V⑫半甲勁Cヽ17単∫lgil¥｀コ1軍―⑫コン漱製「°

7C準■)γ翼[1準|

卍聯0なコ|口⑦G、1｀⑫(∂■、,こPy il理
型⑫4コ

｀
こ⑫孝卑単、1■タラ、1)γ]尋習〉f rlЧ―子く圧⑫

`ン
′

⑫7"|(ムγtt Gマよ当甲り
｀
■1リニlg(別中)よ中7■C,°,ψコ|マrc、17,■M理ユーココ、γ鯛■箕⑦ツ

｀
PT7擢と甲劫1ヽ身

`|ヽ

7暫6浮望幣暴
｀
コ|`19ヽクリゥコ|ヽ暑Flν宦フψ野甲ヨ革孝CTワ準|ヽγ百よЧ―■1イ=⑫

♀即副―(別中)｀ユ11需|し孝CT]γ下γヽ」I“ρヨ降き甲Vttγワ%S〔
〕
9禦)半甲勁、γ⑦ヽ

'キ
イ、γ↓撤

'■
9↓尋曰⊇1彰早

｀
■、1多、γ7■ワflヽγ用コ11-手イ=)0マ■ツ曰⑦:幸聘[IW」

°
,ヽ1)ヽ1量コIC I⑫ン)、lG

コ1彰」」⑦二|lg⑫興]/｀FITγ早翌■0'9よ昇卦男|(沙十日(ρク
｀
(平丑当乙TO乙)ジヨ⑫70認ψ単!|`軍′|1名

｀
蜘県

・認⑫7■学コ尋『甲当TW』⑫コ
｀
)(口OIビ乙I寺0008)断ユ回8彰Il γ

`vコ
ン

∠
°
7Cマよ7コ⑫カラ861 Fl⑫77マヨμ■¥γ、γⅥ↓甲晟尊

｀
7マ甲劫)、1響コ1■イツ!1割脅草蒼乙彰・(■

186T)コf″CL琴斎早琴卍Cθ毛ンELイ1_「夕ヽ′シ興ラクcρ『11ォ|、Fη』
｀
■マ甲軍ニョ11クセcρ卓※T彰(′甲晟尊[:鸞二γO認

「日11

劫
｀
■|ユ∫lgユコタ・7νマ罰髪尋早早り⑦97⑫琴帝早OF掌

｀
■
'ユ

ilgコlク■(ρシヨ

`T(4｀
、γ9ν●9早イ、γ甲劫

つ7ヽ当6261 FI甲⑫■
°

'9、
γ7■7q平ヨ尋fl認草派I箕⑦甲品尊8劣⑫聾ロニ|lg＼コ|¥熙!lγ4Vコン乙

『畢』甲最尊8彰/W草二llg

じ
9ヽ1)0更)弩生熙(ρコ[|よ、ヒ日コ1勧

｀
〉Z:

,7■97工1詢ユ孝⑫『早回

`(ρ

4/ζイン乙』ワ望こ力町孝z塁6T｀多7■ョ7『留昇」と―ン

`rrν
』[|な

国昇甲」
｀
繁ン

〔〕
ワ_「平4)Ⅶ聖尊下)日V｀こ酬上塁狛ンら甲沸吉二|(ρ9、1)■イマ幸ユコ1明副‐｀

り旨
°
7■1呈魂

9707コ1劃⑦)準ヨ餃(ρ砂↓Z｀、γワ■マ¥γ尋甲⑦rコ|■0881⑦中止′獅ilイーィン4/`イ/°ワ_「早手尊、γ

R寺准幸γヽ詈身CT⑫6翌早⑦Y塁ヨ↓日
｀
き早ψ渤当立ワ準最コ尋「YI里LIよ

｀
61早′コ1蟹¥⑦梁、1■ケ単

｀
)|

19｀1)ν7`革コ17()尋イー/ン7νマP慟よγ劃摯7■Cコ
｀
■1『留昇」と―ン

`rr｀

′』(ρ甲輩1田じ平ヨ
°
9ヽ1)■百尋裂7Cヽ17｀票血Y⑫中サ7q用ヤ下、γ落目

(ムー
γンマ

｀
6年)■下絆)■型コ1繁、γ理⑦郷

り¥7■C)｀■1早回t(ρ4/ζイン乙
°

'早
)、γロツ|1呈⑫聯]り1ヽ/ヽlq:丁||百酢97工|力7扉嚇謝]｀利コ1暑¥軍

軍回(04r“くン乙         78よ)CI回アツ、γ暑繁7 η ttν撃つγヽlllY°

' (・

ア)薔導7■「FヤT、γ蓄日
｀
■1単回l⑦4/ζイン∠

°
7し1ヽ)

禦昌♀量尋97畢蚤9、γT♀瞥
｀
νtt S尋彰儡|オ(ρ4/

“

イン乙。艶考29コ|コツ
｀
6載

(}コ
1管孵γ―ン

`
`rヽ

′9ッコ1111相く4ヽ1イ=ゾ)■2°7、1)_■、咄

尋1ヽ]コ1印千(′T〉9｀日
′
ゞ¥画

`コ
1中(ρお甲1ヽ■梨■

〉■¥｀)■日尋コン饗F早ワぐリコIHく4ヽ14=ゾ
｀
■|イーイン4′ごくだ7C]ヽγ音()禁

半(ρ斎羊
｀
9

早ょ副孝身明日¥⑫男f」ィr4/vOヮ_「Ш撃尋さlィ4

|ヽイ=ンコ1判⑫夕
｀
η尋1り獅Y5■■コ|力〔)イ|ヽ1彗苫

口7ヽ♀η⑦半OZ■|(ル81-608T)イー

`∠
4′エイr

『冒撃と―ク善riζ ν』甲当/く一

`Y4r善
く/

(1インイ41)騨塁割撃

雑勢リロ甲

′

―

■

・
．

一

・

,-"



重要なのは、理学部時代に理論物理学を専攻 していたということ。理論を徹底追及した人だからこそかえって、

理論だけは立派だが聴いても感銘を受けない作品や作山家 (例 えばクセナキスなど)を批判 した。また、学生時

代に書いた作品がコンクール人選に伴って実際に演奏され、「いい占がする」と自ら感 じたことが作曲家となる

決心につながったというGこ うしたエビソ~ドから、別官が音楽について、演奏され聴かれたうえで、それに

よって聴衆が抱いた直感こそが重要である、と考えていたであろうことがうかがえる:別官がコンサー ト会場

の常連であったという事実がその証明であろうc

別宮はモーツァル トやベー トーベンなどドイツの古典音楽を熱愛する一方、フランス音楽にも惹かれてフラ

ンスヘ留学。第 3交響曲『春』は留学後の作品だが、自分自身の独創性を出そうということ|こ 拘|IЁせず、自分

が書きたいものを素直に書こうとしたという。それがかえって、素直な喜びにあふれた傑作の誕生へとつなが

つたのだろう。

第 1楽章は 椿 の訪iれ ζあっとιl夕〃 /ご計 やってくるノノとのタイ トルが付 |す られてヽヽる=赤倉という所で

春スキーをしているときに着想を得たというc変拍子が多用されているが、心に浮かぶ旋律をそのまま書き留

めたら結果的に変拍子だった、といったおもむきの、自然な流れを持っているこ

第 2楽章のタイ トルは √″/節突き、」礫1は1身
:ι

l・・イそιて鳥がピえデる。,深'ι 口 の申の′燃:の実 ιさノ■ 深山幽

谷の中で時間を忘れるような風情がある[,本管による鳥の声の模倣は、別宮自身も気,二 入っていたという。

終楽章の第 3楽章は、√ス/ま″るこス々なi,ア″協 ″充ル のタイ トル通 り、躍動的な′ヽワーが炸裂する.変拍子

満載の第 1楽章とは逆に、規則的に音楽が展開するが、ごく稀に忍び込んでいるシン=ヘーションや変拍子が、

かえって強烈な印象を与えるc理論と、聴衆の感 じ方、その双方を徹底追及した別宮の面 |1躍如と言 うべき見

事な作曲技法だ。

[参考文献]別宮貞雄『音楽に魅せられて 作曲生活40年』音楽之友社,1995

ラフ/交響曲第 3番『森 にて』

フィロムジカの演奏会を毎回聴いて下さっている方は、第 37回定期演奏会(2015年 6月 28日 )で演奏したラ

フ作曲の交響曲第 2番を覚えていて下さることだろう。ラフは、スイスの ドイツ語同地域であるチュー リヒ近

郊の湖畔の村で 1822年に生まれ、1882年 に死去するまで ドイツで活躍 した.|ユ |ゴ独学で音楽を修めるが、メ

ンデルスゾーン、リスト、ビューローらに実力を認められた。特にリス トは、1850年から56年 までラフを助手

として雇い、自作のオーケス トレイション、パー ト譜の写譜、手稿譜の整理、編曲などの実務をラフに担わせ

た。こうしてラフは現場で音楽の実力を身に着けていったc作曲家としては遅咲きながらも、11番 まである交

響曲をはじめとする膨大な作品を残 したc ドイツ内外で名声を博 し、ヴァーグす一やブラームスと並び称され

たといい、R.シ ュ トラウスやブルッフ、そ してチャイコフスキーらに影響を与えた.

ラフの交響曲第 3番は、『森にて (ル 乃 /力)』 の表題を持つ。森を表す ドイツ語は、Wald(Walde)の ほかにも

Forstが あるが、特に「Wald」 には「辺境」や 「境界」の意味が含まれているという.こ の音楽に描かれた「森

(Walde)」 は、戦争などの過酷な現実を忘れることができる人里離れた地であり、人間のL界 と神々のL界の境

界領域とも言 うべき空間なのであろう。

ソナタ形式による堂々たる両端楽章の間に、緩徐楽章と舞由を挟んだ、交響由の王道と言 うべき4楽章構成

を取るcただし少し変わっているのは、各楽章にも付された表題によって、この曲は 3音|`構成であると明記さ

れていることだ (注 )。 第 1楽章が第 1部、緩徐楽章と舞曲をひとまとめにして第 2部、終楽章が第 3部 となる。



°
29よ⑫〉ヽ1)■唯蒸7ヽ′普■明9丁

・靭早
`)|」

⑫興脅酵Чゾrキ
｀
il日韓彗⑦準)qcT⑫r°99、γ♀■シ濫孝CTQ陣1,コ|」#Z彰⑦コ

｀
、γ7ν7)

γ狗7「十日ゞ
霧千司」よ渤具C、,7配剌C琴用コ|コ量

｀
予7■⑦剌ν言′、n孝(})単sょ百(`}ユ

幸日 
°ヽ
7Cワ

77rCヽ17｀ア、1).1´イ

角f『Yヨ』-4-と 乙「14撃     角f十砂」早Z彰・乙4 1,多撃    口¥)ν韓1晋司⑦剛剛
・́~ヽ

瓢副979軍日つりヽ8卓
｀
■■1■ヽ

'Cヽ
,G｀キ」ν

量′7ν当⊇1半導(p準

/~ヽ  ′́~ヽ凛

]ヽ

'り
|′70■9｀こCT,ヽ1)、1騨尋畢

`崖

孝じ|[]11

⑦%7乙イず｀
■該並コ1準孝¥早[|」畢配」

-1■、γη ・ヮ■Crヽ昌´
尋6襲」孝¥|(螂⑦97早*抑、1■9喜

｀
ょc19、1)

0国0運コ|ヽヽ斡班γ早幸γヽOと
｀
■1,1単T⑫草蚤C∂■

し
〔|、119、1)92=T)■79昆⑦園」

｀
、γttI‖IⅢヨ

〉
`‐寧‐pl型平甲

⑫興脅準Ч/6キ
｀
■1コ1碑シ、/4コーE■,γ^1 :9留こ(´9、nψνジロ,に17准Ч∠rキ⑫酵中′

―
｀
■1ヨン=撃早マF ⑫l旱*Y子7■Cr°yηコ⑫97(申′尊)こく=9摯IIクII,手1繁コ1饗申才キ4`キ｀

■17「ン∠

rr、|ヽ」
｀
6望Cと術ヽ瑳聖い0マ「a坦l⑫%7∠∠rrき|_|「シ、ハt主11■1.Iり、γ亘苦|1里ラン〃θρ′/ノσノθρ Zιノ′y｀利コ1甲

誓⑦誅砂」卑Z彰⑦r°]⑫
'7呈

77ヽ1)■647尋νクエ|ムを
｀
■](′7■甲劫)鬱尋ィE4_4コンィン

コ1暫鵬リコ里ゴr｀コ|ヽ夕熱寺早コ1尋!|-4-ム
°
C曇7「シユ早a当そ

｀
回男|(り′ヽ■7)｀羽′要酵⑦―普コ調里ヨr

il｀199｀興脅泊里」
｀
■叫昌1尋¬′ヨ園(/n蒼早Ⅵコマ乙||`爆:手1班単田半。と甲↓ナ

3認
し□彰ン靭9丁。ら,早

`当

9

■日¥コ1聯暉(´oソコ
°、
lψil)労曰品箔⑦昇型il(ρ1ヽ7■■1己L」主■■、、

“
利■γヽ■

｀
ゴシ9■羽′ヨ尋L7fl要

尋昼猪⑫乙4ヽγ-4-ム
°ylT⑫7`'ヽ1)■6運γ尋(Z II身早:,十1唾壺昌(」『Yコ』-4-ム),準

°
■筆尋

髯」」⑦場取γヽツコ
｀
、γ〉粛[尋L i4撃、γイ(7″∠4｀〉孝

(}醜二_0=早:「11年当
=甲

醤孝ら口嘔[|十砂⑫,1早乙彰
°
シンコ1明軍■)十砂⑦」早乙堂〔|し□皐ンfl立(I手:9■

早a潤■尋マ■,■9)｀こ

`T'〉
)0■77070、γ97彰章7■ν調¥蟹

°、
1孝1′F早二単

(二1主上`■11、
ハ17壼

寺¥早コ1黄
｀
マ

`]尋
マ

コラ9)聖⑫聯ゾL17「ム(4｀1」⑦七塁Ш■部コ`′99、lγ測7■早ユニ■7翌単日
｀
主η夕・]CT'77渤具

⑫「薫i肇暉」il⊇I TO■0側nP11｀7,マ)09卍ココ1副|1畳

°
,9■こ判当立二。γγヽ

｀
■マ■¥(ρ6準望q`ヽ7■

°
7CT'7〉)0契7-暫コ(ρ重、γ業早ンりヽ賃老_←孝

`,請

!、〔
`41と4-率コ済1明

｀
■1草業⑫コ判¥°,7♀

聖7「卓」
｀
■1翌(ρ[19ン、n iL`l_79単,7コ|ヨ¥⑫甲/∠コンシ単●イムー‐(19、1)■7(7(1+ナ、γヨ|1胃

`、

17(ン

4/″」1)/θノθ″′ノy°9、1)ν♀孝、γュ易1喜ィ
`29⑦

l、γコ
`、

170乱[PI｀こ草厳彰裂[|十彎導⑦」早乙第
°`

1■929■渤具寺

`T7C、
,7「CCC卓」

｀
コ|キ酔l rCシ孝1「キ」畔言ζ」工|マ、γ7■コ1当日||(ρ草叢

⑫ウリユ単
｀
γヽヽ1■9遅里_「男fq尋(rζ■尋

gtt■i｀し、17「⊇16ゞ早H専撃_|=`217澤冨聾7'″″ノθ幽でノθρ〃7｀コ」早zJ巨

°
](7ヽ7'ν tt γ彎ユ孝IIサII■工1■

｀
■1幸、1当

`よ

¥コ
｀
)ヽ1

%⊇|イン」
｀
ヨウユン

°
1ヽ孝ilユ(ρ()ワ

■ヨ筈■■67耐¥(ρ「半」
｀
■11´7■■γヽ■

°
,■マ鬱ヨ尋財[10TC

1ヽ7準
｀
)CT⑫颯Y_「][1)■単

°
,(`ァょらり彰」」、γ■璽0」寺Y勁(■1イ=Xゝ′

`7Hイ
'4イ4′

｀
7

準
°
29)帝早9訓コヽ′｀

γO今f尋,9艶身ら口当副
｀
判¥・γヽCショ⑫9、1)、A甲1尋嘔潤7彰」」⑦)｀7η当準

尋ミンロγヽttJ〕然゙2'(゛〉1ユ6戎列
C:ヽ

γL」導馴⑫々Ψ
°
,、1)νγヽ曇7(判澤77と」」)″θλ/7β〃′ノα〃gρ〃″θッθ′ノρ〃/J)η

7ヨ|1冒コ10マつ、
1■99、1)ν準じ

'渤
阜C、17「)中⑫平⑫落目」

｀
)■夕・yCF⑦渤具

`ヽ

17「コ|口河」

コlc T⑫、|,I興
｀
ヨnヽン、γヨロ[|コ|マンIよ⑫、17早)〉し、γ早呈国彰[1鴻

°
,、1)ν♀副マθ威″〃/il」早l彰
°
Cワ認つ7ヽ7Cヽγ7■11¥尋日I⑫

拳)。彩コli`当詢C、,7「(sl早8彰)単」「(解Z彰)詢ν量´」「(」早T彰)国百」
｀
[,⑦7■尋797準ンCI⑦r



終曲の第 3部は″θθ力′Sと 題されている。「夜」や 「暗闇」といった意味である.そ して第 3部には詩のよう

に長い副題が添えられているc

副題にはまず、S′ ///θs劾
“

め/腸勁ォル 乃/″ とぁる。「森の夜陰に、静詰 という名の織物が敷き渡さ

れる」とでも訳 したら良いのだろうかc ドイツの人たちは、森の静 :1更 に対して、人間の侵入する余地のない、

まるで教会の中にいるような神聖さを感 じるというcいや、そもそも聖堂の内部の静けさは、森の静けさを再

現 したものだとも言 う。この楽章の第 1主題は 4小節フレーズを基本単位にした落ち着いたもので、低弦から

|1貞 に演奏され積み重ねられていき、安定感があるcそれが安心感につながり、心の静話を実現 してくれる。

しかし第 2主題は、3小節フレーズを基本単位 とした、躍動的かつ扇情的な音楽 |こ 豹変する
.‐ 副題の中盤部

分、f″″g〃″σ/ι/szィ dθ/″/'/J"ノθgグ ″/ォ ル′〃〃θ//θ ″″/グ′ノ〃ησ施オ′″を表現しているのだろう。wllden

Jagdは 「荒ぶる狩人たち」、Elnzug und Auszugは 「到着と出発」の意味だから、荒くれ者たちが突然現れては

一瞬で走り去っていく、疾風怒濤の様相が想像されるcそ して、その 「荒ぶる狩人たち_を率いているのは、
「ホレおばさん (別名をフルダ)」 や 「ヴォータン」であるcいずれも北欧神話やグルマン神話の神々で、ゴー

タやオーディンなどの神々とも同種の存在と言われる.特に 「ヴォータン」は、ヴァーグ十一愛好者の皆さん

にはお馴染みだろう。ゲルマン神話の最高神にして、自然の怒 りの象徴とも言 うべき 「嵐の神三であるcそ し

て、年末年始に、狩猟を司る神々や死霊たちを率いて疾駆する冬の神、死の神であるが、1司 時に、厳しい冬を

)ゝ 3 ゝ

P P

譜例 3 ラフ・第 3部より         譜例 4 ヴァーグナー『ジークフリー ト』より

乗 り越えた後には豊饒な穀物をもたらしてくれる農耕の神、復活 。再生の神でもあるこホレおばさん (フルダ)

もヴォータンと同様の役割を持っているが、加えて、勤勉な者には財や幸福を与えるが、怠け者には罰を与え

る、優 しくとも恐ろしい神であるこさらに、最も始原的な創造活動とも言うべき 「糸紡ぎ_を司る神でもある

ことから、世界の創造神に等 しい存在感を持つ.攻撃的かつ威圧的な音楽は、このようなフルダやヴォータン

の圧倒的破壊力や存在感を見事に表現している。 トロンボーンを中心とする低音が豪放 |こ 登場し(譜例 3)、 ト

ランペットの荒々しいファンファーレが野卑な彩
上
りを添える。余談だが、僕は当初、譜例 31ま ヴァーグナーの

楽劇『ジークフリー ト』の主題 (譜例 4)の 引用だと思つていたが、それは誤 りだったこラフのこの山が作曲され

たのは 1869年 なのに対し、『ジークフリー ト』の初演は 1876年 だからだ。かといって、逆にヴァーグナーがラ

フを引用 したとい うわけでもなさそうだc『 ジークフリー ト』は、ラフの第 3交響曲が作由され,る ずっと前の

1851年 ごろから、ほぼ 15年がかりで作曲されたものだからだ。なお、ラフが助手として仕えたリス トは、ヴァ

ーグナーの義父となる人である。彼らの間に音楽面で影響を与え合 う関係でもあったのだろうか?

そして、副題の末尾には、/″炒″

“

dθs乃″,と 記される。「夜明け」と訳されるが、特に anbruchに は 「始

まり」という意味がある。夜明けとともに、再生した新しい命が始まる、そのような標題にふさわしい、感動

的なコーダが鳴り響く。

[参考文献]柴 田南雄『グスタフ・マーラー』岩波新書,1984/高 橋義人『 ドイツ人のこころ』岩波新書,1993/高橋義人『グリム

童話の世界 一ヨーロッパ文化の深層へ』岩波新書, 2006/大野寿子『黒い森のグリム ードイツ的なフォークロア』郁文堂,

2008

(注)楽譜 には各楽章の冒頭 に 「 I.ABTHElLUNG」 「L ABTHE[LUNG」 「Ⅲ.ABTHEILUNG」 と書かれているが、「abtheilung」 とい う単

語 は ドイ ツ語辞典 で も見つ け られ なかった。似た綴 りの「abtellung」 (「 部」といった よ うな意味 )の ことではないか と類推 した 3
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京都フィロムジカ管弦楽団からのお知らせ
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9第44固定期演奏会ぐ

2018年 12月 23日 (日)びわ湖ホール(大ホーノ勁

ラフマニノフ/ユース 0シンフォニー

プルックす―/交響曲第5番

指揮 :池田 俊

(予定)

,新入団員随時募集中ぐ
～私たちと→固撻 しませんカロ ま引まお気軽に見学にお越し<ださしヽ 団員:」歌 お待ちしております。～

私たち京都フィロムジカ管弦楽団|よ 近畿のみならず全国各地に在住する団員が週|こ一度京都に集まり、力を合わせて活

動しています。定其D寅奏会だけでな<、 アンサンブルなども楽しんでいます。「一緒じ集 したい !」 という皆様のご参加を

お待ちしています。遠方からの参加も歓迎します。関西地区以外の方皮もa興味があればぜひご連絡<ださい !

<募集パート>
ヴアイオリン・ヴィオラ・チェロ・コントラバス (ヴァイオ リン・ヴ ィオ ラ見媚 H)
オーボエ・フアゴット(ワ'7ゴット1急肩 :′ )

ホルン・ トランペット /打 楽器 (※擢霜能礎条件について要臨ID

〔参加資格〕特にありませんが練習に出席できること。学生の参加も歓迎します。

聯東習日日ヨ 原則日躍日 (午後 1～5け、春と秋に合宿練習 (大津市内)

齢東習場所〕京都芸術センター、伏見区など京都市内の各所のほか、大津市など。

〔諸 費 用〕団費3000円/月 (学生は 1000円 )、 演奏会参加費など

※遡 臨轄」引、学生割引、家族割引などあり (ご相談<ださい)

入団 0見学に関するお問い合わせ先 E―man:熾側i預動υlo屯ophlo.∞m

,「反の会」会員随時募集中ゃ

フィロムジカの活動を応援して<ださる方を募集しています

【年会費】  1□  1,000円

側 間】  ご入会いただいた月より1年間

【特 典】  1.期 間内の定期慶難創こ 1□につき1名様を無料ご招待

2.例 1慶彗|1護動のご案内

3。 定期演奏会プログラムヘのご汚名の掲載

お申込み・入会に関するお問合せ  丁d&Fax 075も05‐0123(西村) Elm翻 :toπЮttdoわ偽.∝m
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京都フィロムジカ管弦楽回ホームページ

htゎ:/んM刷,.跡。屯。phn。.∞m/

過去の演奏曲も紹介しております。是非一度ご覧ください。


